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主  論  文 
 
Impact of Disease Complexity on Cardiovascular Events After the Transition to an  















2014年 8月から 2017年 9月の間に岡山大学 ACHD外来を受診した 18歳以上の

















535 名の患者の年齢の中央値は 35歳、フォローアップの中央値は 537日(787
人年)であった。simple群、moderate群、complex群が、それぞれ 330名(62%),102
名(19%),103 名(19%)を占めた。疾患ごとでは心房中隔欠損症(ASD; Atrial 











継続的に認められた。予測 3年無イベント生存率は simple群 85%、moderate群
65%、complex 群 58%であり疾患複雑性が有意に関連していた(simple 群 vs 
moderate群; p=0.009, simple群 vs complex群; p=0.002)。Hazard risk(HR) は
simple群に比して moderate群で 4.0 (95%信頼区間, 2.0–7.8; p<0.001)、complex群
で 5.1 (95% CI, 2.8–9.3; p<0.001) であった。その他、年齢(HR, 1.3 per 10 years of 







は moderate 群、complex 群のみに認められた。moderate 群の開胸心手術のうち 75%
がファロー四徴症の右室流出路再建術であった。心不全は特に complex 群で多く認
められ、心不全で入院した complex群の患者の 70%が観察期間中に複数回の入院を
要していた。2 名の死亡があり、1 名は 67 歳のファロー四徴症(心内未修復)患者で左
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管イベントを起こしうる ACHD 患者に対して適切な医療を提供するため、ACHD 専門
外来での定期的なフォローアップと地域連携システムの構築が不可欠となる。疾患特
異的な危険因子の特定のために多施設でより長期間の研究が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
